
人権同和教育情報

人権同和教育課

令和２年度版 人権教育研修資料 令和２年度版 人権教育指導資料

～「人権教育に関する教職員の意識調査」 ～自尊感情を育むために～

の結果を踏まえて～ 内容
内容 １ おさえておきたいこれだ

Ⅰ 意識調査から見えてき けは！

た全体的な特徴 ２ 自尊感情の育成が求めら

Ⅱ 今後の研修の方向性に れる社会の現状

ついて ３ 自尊感情を育むために

意識調査から明らかにな ４ 自尊感情を育む活動例

った教職員の人権意識に対 ５ 自尊感情が高まった子ど

する全体的な特徴を踏まえ もの姿

て，学校における人権教育 「自尊感情の育成」に関す

の充実・啓発を図るために作成しました。 る研修の充実を図り，人権尊重の視点に立った学校

づくりを推進するために作成しました。

意識調査から見えてきた３つの特徴
自尊感情に注目しよう！

国立青少年教育振興機構の

平成30年度国際比較調査

日本の高校生の
「自尊感情」は，
諸外国と比べて低い

人権教育の更なる充実を図るための４つの視点

１ 人権教育の目標・理念及び人権教育を通じて育

てたい資質・能力を理解する場を設定すること

２ 日常的に人権に係る内容を話題にし，人権に関 「社会的自尊感情」は，うまくいったりほ

する動きや法律等を理解する場を設定すること められたりすると膨らみますが，失敗したり

３ 学校経営の根幹に人権尊重の精神を据える意義 叱られたりすると途端にしぼんでしまう，状

について，教職員で共通理解を図る場を設定する 況や状態に支配される感情です。

こと 一方，「基本的自尊感情」は，あるがまま

４ 経験年数や職種に応じた研修内容を工夫し，互 の自分を受け入れ，自分を大切な存在として

いに議論する場を設定すること 尊重する感情です。社会的自尊感情を支える役割を果たし，

意識調査の結果は，
人生における挫折や困難を乗り切る原動力になります。

県のWebサイトからも

閲覧可能です！

＜自己理解＞

「そうだ」，「まあそう

だ」と答えた割合


